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要約 : 毎年 全国でムササビの幼獣や傷病獣が保護されている しかしながら これらの保護個体に対する
飼育管理の基礎的知見は少ない このため 飼育管理の状況を把握することを目的に全国の動物園施設に対
しアンケト調査を行うと共に 飼料給与の基礎的な知見を得るために飼育下の個体を用いて樹葉の嗜好性
を試験した アンケトでは 対象動物をムササビと他のリス科動物とし 飼養実態 繁殖状況 疾病寄
生虫について調査した
リス類は +施設の飼育頭数が多く群飼育していた 導入経路は ムササビでは野生保護個体が半数である
のに対し リス類は施設内での繁殖個体がほとんどであった 繁殖状況では ムササビは +-年間飼育してい
て +回だけ繁殖したといった例があげられた リス類は年に +,度出産するといった安定した成績がみら
れる施設が多かった 給与飼料は ムササビでは樹葉を給与している施設が多く 他には果物 根菜 葉菜
を給与し リス類では果物類に加え動物質の飼料や種子 堅果などが給与されていた これら飼料の栄養成
分としてムササビは食物繊維含量が高く リス類ではタンパク質 脂質含量 エネルギが高い傾向にあっ
た ムササビ リス類共に寄生虫は少なく ムササビでは肺炎 リス類では外傷由来の死亡原因が多かった
飼育個体を対象とした樹葉の嗜好性について厚木キャンパス内の +0の樹種を用いてカフェテリア方式
で調査した その結果 ニセアカシア イヌシデ コナラの順に嗜好性は高く 逆に イチョウ マツ ツ
バキ スギの順に嗜好性は低かった この結果は 一般的な森林に棲息するムササビの食性調査のデタと
同様の傾向と考えられた






























て ムササビ キタリス ニホンリス シマリス ホンド
モモンガタイリクモモンガとした以降便宜上キタリス
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回答は ,3カ所から得られ 回収率は 10であった 各
施設の雌雄別飼育頭数と導入経路を表 +に示した ムササ




た リス類 ニホンリスキタリス の飼育状況は +/カ所
で ,+.頭飼育され +施設あたりの飼育頭数は +頭から最
大で +*+頭と幅があったが 単飼ではなく群飼している施
設が多かった 導入経路は施設内での繁殖個体が最も多
く 次いで他の動物園からの入手個体で 野生保護は /頭
と少なかった









またムササビの最長飼育記録は 調査時 ,**-年 1月
に +2年 +カ月間飼育中の個体であり平均飼育年数は約 0
年であった リス類の最長は +*年 既に死亡 で 平均飼
育年数は約 .年とムササビに比べて短かった モモンガ類



















た うち +例はペアが約 1m-のケジに 昼夜逆転した屋
内で飼育され +-年間飼育していて +回だけ +頭産んだも
のであったもう +カ所の例は頻度は不明であるが ,,*2*
m-のケジ内に雄 /頭雌 -頭を群飼し屋外という飼育
表 + 動物園での各動物の飼育状況 頭
図 + アンケト回答が得られた施設の所在地
印は対象種別に : ムササビ リス類 ムササ
ビとリス類 ムササビとモモンガ類
表 , 飼育ケジの大きさ m-








繁殖が 2カ所で認められ 年 +,回が .カ所 ,年に +回
が +カ所であった 産仔数では ,.頭という回答が得ら















は肺炎が .カ所 腸炎 幼獣のころの下痢 死亡原因が特
定できないという回答が各 +カ所あった
リス類の疾病は皮膚線維種 肺炎 結膜炎など 2カ所の
回答があった死亡理由 回答 +*カ所複数回答有りは
外傷や闘争 外傷による化膿が /カ所 他に急性肺炎 ク
ル病等があった 両種共に寄生虫は ノミ シラミ コク
















葉が 0位であった また葉菜類の給与もみられた アン
ケトによる給与飼料中の嗜好性が最も高かったものは樹
葉が .カ所と 次にリンゴが -カ所であった
リス類では 通常飼料の種類はムササビより多く .0種
類に及んだが 不定期飼料は +.種類と少なかった 給与
表 0 算出可能な施設における給与飼料の平均栄養組成 五訂日本食品栄養成分表2より算出
表 . 衛生状況 表 / 給与飼料種類
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飼料内容は根菜 果物類に加えヒマワリの種などを給与し

















い施設で +-種類 少ない施設で給与飼料の上位 -種類と
サツマイモのみ .種類与えていたが この施設では不定期
にシイカシナラ類等の数種類の樹葉と堅果が給与され
ていた 給与量も平均 ,*2.+gで 施設により +**g-,1g
と幅があった リス類でも 給与飼料の種類は平均 2.1種
類で 上位の /種類のみ給与している施設から +.種類ま




























育で飼育され飼養されてきたムササビ雌 +頭 写真 + を
用いた 試験時約 /カ月齢 体重 03/13*g
試験期間は ,**-年 2月+*月において 以下の ,項目
についてカフェテリア方式での試験を行った 表 1
東京農大厚木キャンパス構内の樹木から +0種類を供試
した .種類ごとの .グルプに分け グルプごとに当
日採取した各 .樹種の成葉部分を枝ごと /* g程度給与し

















クリ // であり いずれも葉を良く採食していた
逆に最も採食率が悪かったのは +グルプではイチョウ
-が低くほとんど採食しなかった ,グルプでマツ
2 も給与一日目だけ わずかに採食したが その後採
食しなかった -グルプはスギ ,*.+ .グルプでは
ツバキ +* も少し葉を採食しただけであった
次に 採食率が -割を越えた 0樹種を選抜し嗜好試験を
行った 0樹種はいずれも落葉広葉樹であったこの試験
の平均総採食量は約 +-*gであり 選抜試験より採食量が
約 ,倍に高まり 体重も増加した 図 ,
嗜好性が高い順にあげるとニセアカシア ,.イヌシデ
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図 , 各グルプにおける平均総採食量 g と体重 g 変
動
図 - 各グルプ樹種ごとの採食割合  と平均総採食量
g
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Summary : In Japan young, juvenile and wounded adult of the Japanese giant ﬂying squirrel
Petaurista leucogenys are frequently found and brought to animal rescue facilities. Feeding techniques
of these animals, however, have not been established. With the aim of establishing feeding techniques
of P.l., management status of P.l. and other sciurid species (Sciurus lis, Sciurus vulgaris and Pteromys
momonga and Pteromys volans) the situation in -2 zoos in Japan was investigated through question-
naire which included +) feeding conditions, ,) breeding status, -) hygenic status, and .) food.
Both species, S.l. and S.v. were often fed in groups. Feeding of P.l. were mainly of those rescued
from harm and left in the wild, while S.l. and S.v. were mainly those fed in captivity. Two cases of
breeding in were recorded in P.l. An animal bred only once during +- years in captivity. On the other
hand, S.l. and S.v. tended to breed more regularly, once or twice a year.
Main feed for P.l.was tree leaves. Fruits, rootcrops and green vegetables were among major food.
Major food for S.l., S.v. and P.m. and P.v.were in the order of fruits, animal origin food, seeds and nuts.
Feed for P.l. contained much dietary ﬁber, while food for S.l. and S.v. contained more lipid and protein.
Parasites were not many in any species. Mortality in P.l. mostly came from pneumonia, while major
causes in other squirrels were injury-induced.
In order to examine food preference of P.l., leaves of +0 tree species were given. Preference was in
the order of Robunia pseudoacacia, Carpinus tschonoskii and Quercus serrata. Least preferred foods
were in the order of Ginkgo biloba, Pinus densifroa, Camellia japonica. Results of food preference test
coincide with food habit of P.l. in the wild.
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